
パッケージ研修支援 事例集 

府立富田林支援学校  

テーマ：ICT機器等を活用しての「主体的・対話的で深い学びの視点からの授業づくり」の実現 

概要 キャリア教育の視点を踏まえた授業づくり 

富田林支援学校では、児童・生徒一人ひとりを大切にする教育をすすめるとともに、自立と社会参加

を可能にする力を養い、個に応じた進路実現を図ることにより、保護者や地域から信頼される学校をめ

ざしています。令和元年度のパッケージ研修支援では、「主体的・対話的で深い学び」の視点と、キャリ

ア教育の視点を踏まえた授業づくりをテーマとし、ICT 機器の積極的な活用も含めた授業づくりの研

修を行いました。 

実施 

スケジュール 

Research 

 8月中旬 担当者、教頭、担当指導主事で、今後の進め方について打ち合わせ 

Vision 

 
10月 8日（火） 全体会 

テーマ「主体的・対話的で深い学びの視点からの授業づくり」 

Plan 

 11月上旬～ 指導主事による授業見学・指導案検討 

Do 

 2月 21日（金） 研究授業・研究協議（高等部：職業） 

  研究授業・研究協議（中学部：職業・家庭） 

Check & Act 

 3月上旬 アンケート集約 

 

全体会 
10月 8日（火） 「主体的・対話的で深い学びの視点からの授業づくり」 

支援教育推進室指導主事より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「主体的・対話的で深い学び」の視点とキャリア教育の視点の関連性についてや、「主体的・対

話的で深い学び」の視点からの授業づくりにおいて留意すべきこと、キャリア教育にかかわる資質・

能力について講義しました。                                             （資料は抜粋） 



大阪府教育センター 

研究授業（１） 
学年・教科： 

単 元 名 ： 

高等部２年  「職業」 

「名刺づくり ～商品化にむけて～」 

 

研究協議の 

ポ イ ン ト 

「ICT機器等を活用しての『主体的・対話的で深

い学びの視点からの授業づくり』の実現」 
卒業後の進路を見据えた体験的な学習活動として行った授業

について、発問の提示の仕方や ICT 機器を活用した視覚支援の

方法について、生徒が主体的に取り組むことができるような教材

の工夫について協議しました。 

研究授業（２） 

学年・教科： 

単 元 名 ： 

中学部２年  「職業・家庭」 

「卒業生への贈り物 ～サイコロカレンダー

づくり～」 

 研究協議の 

ポ イ ン ト 

「ICT機器等を活用しての『主体的・対話的で深

い学びの視点からの授業づくり』の実現」 
自分の将来を見据えて製品づくりを行う授業について、生徒が

主体的に取り組むことができるような目標の提示の仕方や、材料

加工における安全管理の方法、製品に適した基準への理解を促

す方法などを協議しました。 

成果 
「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業づくりについて、教材の工夫や発問の提示の仕

方、対話的な活動の在り方について協議及び実践を重ねることで、生徒が自分の変容を感じることが

できるような教材や、製品に関する発問によってうまれる対話的活動、将来を見据えるという教科の見

方・考え方を踏まえた活動が授業の中に見られました。校内の教職員が集まって行われた研究協議に

よって、今回の研修によって得られたことを周知することができました。また、ICT 機器を積極的に活用

し、活動の見通しがもてるようになっただけでなく、生徒が疑問に感じたり、さらなる工夫のためのヒント

を得るための方法として ICT機器を活用することができていました。 

アンケート 

結果 
① 学校のニーズに応えていた ② 今回の成果を継続的に生かしていく 

  
 

（感想より） 

・ 新学習指導要領についての情報共有や、研究授業の内容を共有することで授業力の向上につながったと思う。 

・ 授業者が自分の考えや授業を他の教職員に見てもらい、意見をいただくことで、授業力がとても向上したと思う。 

・ 「主体的・対話的で深い学び」の視点のうち、「深い学び」についてさらに具体例を含めて知りたい。 
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